
 

・委員会、部会や地域関係者からの課題を整理し、検討、調整する。 

・全体会議等協議会全体の企画、運営を担う。 

 

・部会等地域からの課題を把握、整理し、協議の場を検討する。 

・県自立支援協議会の内容を共有し、圏域内では解決できない課題は県自立支援協議会

へ提出する。 

・全体会議のメンバー、実施内容についての検討が必要である。 

・自立支援協議会の役割として、委託相談・基幹相談支援センターの評価、及び日中サ

ービス支援型共同生活援助事業所の評価を行う。 

 

＜全体会議＞ 

・5月 25 日（月）委員会部会 R7 年度報告、R8 年度計画 

・11 月 10 日（火）中間報告、基幹相談支援センタ-及び委託相談の評価について 

＜運営委員会＞ 

・5月 11 日（月）9：30～ 

・7 月 15 日（水）13：30～ 

・9 月 16 日（水） 〃 

・10 月 29 日（木） 〃 

・1月 21 日（木） 〃 

・3月 17 日（水） 〃 

 



高齢化や重度化、障がい福祉サービス等のニーズや課題に応じて、求められるサ

ービスが提供できるよう機能強化に向けて、様々な関係者が知恵を出し合い地域づ

くりをすすめる。 

 

・拠点等の機能強化を図るため、5つの機能についての体制整備を行う 

 

・地域生活支援拠点の登録事業所を増やしていく為の検討（仲間づくり） 

 

・強度行動障がいのある方が地域で安心して生活を継続できるよう、個別支援と地

域体制整備と関係機関との協働を強化しながら、地域全体で支える仕組みの実現

に向けてワーキングを継続的に推進していく。 

 

・障がいのある方が一人暮らしを実現する為のイメージ作りや支援者側の課題等を

検討し、地域全体で支える仕組みに向けてワーキングを継続的に推進していく。 

 

第 1 回地域生活支援拠点推進会議 4 月 27 日開催 

第 2回地域生活支援拠点推進会議 7 月 21 日開催予定 

年 4回を予定 

科目 支出 （円） 適用 

講師謝金 12,000  

研修会費 38,000  

合計 50,000  



諏訪圏域の相談支援体制を検討し、その体制整備に必要な人材をどう育成する

か検討する。 

・基幹、委託の在り方 

・自立支援協議会の在り方 

・主任相談支援専門員の在り方 

について、検討する。 

 

5 月 21 日 第１回委員会 

年 4回を予定 

科目 支出 （円） 適用 

研修会費 50,000  

   

合計 50,000  



・虐待や権利擁護についての、相談しやすさの向上。 

・虐待対応と支援者支援の体制づくり推進。 

・虐待防止･権利擁護研修の実施。 

 

・諏訪地域障がい者差別解消地域支援協議会チラシの早期完成と、ホームページ

掲載等含む周知方法を検討・実施。 

・行政の虐待対応マニュアルの内容、更新状況の確認。 

・虐待防止と支援者支援についての情報収集の継続と、支援の検討、体制づくり

の推進。 

・各事業所の「虐待対応の手引き」活用に向けた、研修の早期実施。 

 

６月 第１回委員会 

９月 虐待防止・権利擁護研修会 

10 月 第 2 回委員会 

２月 第 3 回委員会 

・長野県自立支援協議会 権利擁護部会より研修情報の発信があった場合は、適

時、研修の開催について検討。 

科目 支出 （円） 適用 

研修会費 50,000  

   

合計 50,000  



・諏訪圏域の子育て期における課題解決の方向を検討 

・支援者の知りたい情報を把握し、情報提供と研修会の企画 

・諏訪圏域の療育支援体制について 

  療育支援について福祉・教育・行政・医療それぞれの役割を確認・整理し、課

題について対応策を検討 

・支援者の資質向上のための研修会の企画 

  スキルアップ研修会の開催内容と開催方法の検討 

  必要に応じてミニ研修の実施 

第 1回  4 月 14 日（火）13:30～15:30 

第 2 回  7 月 3 日（金） 9:30～11:30 

第 3 回  9 月 8 日（火） 13:30～15:30 

第 4 回 11 月 6 日（金） 9:30～11:30 

第 5 回  2 月 19 日（金）13:30～15:30 

スキルアップ研修会 8 月 25 日（火）10:00～12:00  

・支援が必要な子どもや家族に対して地域で切れ目ない支援を行うため、また家

庭への介入が必要なケースに対応するために、こども家庭センターの役割に期

待するところが大きい。こども家庭センターと連携を取りやすくするためにも

各市町村センター職員に、療育支援部会への参加を働きかけていく。 

・部会員の意見を部会活動に反映しやすくするために、各分野から委員を出して

部会内企画委員会を行い、部会の企画・運営について考えていく。 

科目 支出 （円） 適用 

スキルアップ研修費 35,000 講師謝礼、交通費 等 

ミニ研修費 5,000 印刷費 他 

印刷費 10,000 発送・印刷費 等 

合計 50,000  



 

諏訪地域における障がいのある方の就労機会の拡大と就労定着支援の充実を図るた

め、関係機関との連携強化および支援者の支援力向上に取り組む。 

特に令和８年度は、「支援者支援」を重点テーマとし、現場で活用できる実践的な学び

や情報共有を通じて、地域全体の就労支援力の底上げの一助を目指す。 

（１）支援者向け研修・勉強会の実施 

支援者の実践力向上や支援の質の平準化を目的として、就労支援に関する研修や事例

検討会を実施する。 

（２）事業所間の連携強化 

事業所間の情報共有や相互理解を深めるため、情報交換会や見学会等を実施する。 

障がい者の就労支援を地域全体で支える体制づくりを進める。 

（３）企業との連携 

障がい者雇用に対する理解促進を図るため、企業との意見交換や情報共有を行う。 

就労後の定着支援について、企業と支援機関が連携して取り組める体制づくりを課題

とする。 

（４）就労定着支援の強化 

離職防止および長期就労につなげるため、困難事例の共有や支援方法の検討を行う。 

早期離職の要因分析を通じて、予防的な支援の充実を図る。 

（５）地域課題の把握 

支援者や企業等からの意見収集を行い、諏訪地域における就労支援の課題整理を行

う。 

整理した課題については、今後の地域支援体制や行政施策への反映につなげる。 

就労選択支援 WG についても引き続き実施をし、課題の把握を行う。 

＜令和８年度 就労支援部会の日程について＞ 

第１回  ５月１５日（金）１３：３０～ 交流ひろば 

第２回  ７月２８日（火）１３：３０～ 交流ひろば 

第３回 １０月 ５日（月）１３：３０～ 交流ひろば 

第４回 １２月１５日（火）１３：３０～ 交流ひろば 

第５回  ２月２６日（金）１３：３０～ 交流ひろば 

科目 支出 （円） 適用 

研修費 50,000 講師謝礼・交通費 

合計     50,000  

 



 

・諏訪圏域の相談支援体制の整理を行い、充実・強化のための取組について協議

する。 

・相談支援専門員が抱える地域の課題の収集と検証を行い、必要な仕組みづくり

を協議する。 

 

・地域課題の整理表より、前年度からの継続協議となっている児童支援の連携、就

労選択支援の課題解決に向けた協議を行っていく。 

・第8期障害福祉計画及び第4期障害児福祉計画の策定年になっているため、地域

資源の話をしていく中で出た、「地域の課題の収集と検証を行い、必要な仕組み

づくり」の提言をしていく。 

令和 8年 4 月 28 日（火）10：00～12：00 

6 月 30 日（火）10：00～12：00 

8 月 31 日（月）13：30～15：30 

10 月 28 日（水）10：00～12：00 

12 月 8 日（火）13：30～12：00 

令和 9年 2 月 12 日（金）10：00～12：00 

科目 支出 （円） 適用 

研修費 30,000 講師謝礼・交通費 

   

合計     30,000  



 

諏訪圏域の医療的ケアを必要とする方々において、保健、医療、障がい福祉、 

保育、教育等の関係機関が連携を図るための協議の場としていく。 

医療との連携を図り、重症心身障がい児・者への支援の充実を目指す。 

 

・医療的ケアが必要な方の相談窓口一覧表の作成。 

・医療的ケアが必要な方の個別避難計画を考えていく上で、市町村担当者と一緒

に図上避難訓練を行い、地域の支援体制を考える機会を作る。 

・H30 年度より医療的ケア部会が『医療的ケア児等支援連携推進会議の諏訪圏域会

議』として位置づけられている。諏訪圏域としてどのような構成員、内容で開催

するかなど、仕組みづくりを検討する。 

令和 8年 5 月 1 日（金） 10：00～12：00 

     9 月 2 日（水） 10：00～12：00  当事者家族との座談会 

    12 月 4 日（金） 10：00～12：00 

     2 月 3 日（水） 10：00～12：00 

科目 支出 （円） 適用 

研修費 30,000 講師謝礼・交通費 

   

合計     30,000  



 

諏訪圏域障害者（児）福祉計画に位置付けられた「精神障がい者にも対応した

地域包括ケアシステム」の体制構築を、これまでの活動を踏まえ、他機関・多職

種による連携や協議をさらに進めていく。 

重点テーマ 

①他機関・多職種・地域住民による理解と連携の促進 

②地域資源等の情報の集約と発信 

③当事者・家族の居場所となる「つながりの場」の創出 

・部会員主体の体制の構築及び効率的な部会運営のため、有志による企画委員会

を設置する。 

・家族のつながりの場、ピアサポート活動、地域住民への理解促進等の課題は多

く、長期的な取組が必要であることから、令和７年度に実施した活動やアンケ

ート結果を踏まえ、解決に向けた活動を実施していく。 

・「親亡き後」の不安を軽減・解消するために必要な定期的な相談会（窓口）の

検討。

第１回 ５月11日（月） 令和７年度の振り返りと本年度年間計画の検討・策定 

第２回 ８月26日（水） 部会 

第３回 10月予定    当事者、家族への支え合いセミナー及び相談会の開催 

第４回 12月１日（火） 諏訪保健福祉事務所主催による研修会の実施 

第５回 ３月２日（火） 本年度のまとめ 

・支え合いセミナーで行ったアンケート結果を部会内で共有し、今後の取り組み

に活かしていく。 

・今後もセミナー等を行った際にはアンケートを実施し、活動の裏付けとなる情

報を蓄積していく。

科目 支出 （円） 適用 

研修会費 50,000 講師謝礼、チラシ印刷等 

   

合計      50,000  


